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村のホームページ　http://www.vill.nishiawakura.okayama.jp/

にしあわくらにしあわくら

■新村議会議員紹介・・・・・・・・・・１
■西粟倉村新規採用職員等の紹介・・・・２
■平成２７年度西粟倉村予算・・・・・・４～５
■村のお知らせ　げんきいっぱいにしあわくらっ子  ほか

新しい出会いにわくわくする新しい出会いにわくわくする
　　　　　そんな季節がやってきた　　　　　そんな季節がやってきた
　　　　　　　　～西粟倉小学校入学式～～西粟倉小学校入学式～

春春　　出会いの季節出会いの季節

■新■新■新村議村議村議会議議会議会議員紹員紹員紹員紹員紹

● 今月号の広報



2広報にしあわくら　5月号

　

村
民
の
皆
様
に
は
３
期
目
の

当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
、

初
心
に
返
り
西
粟
倉
村
の
発
展

を
目
指
し
て
一
生
懸
命
が
ん
ば

っ
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

御
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

選
挙
公
報
に
述
べ
た
と
お
り

環
境
・
福
祉
・
教
育
に
対
し
て
、

が
ん
ば
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

何
が
真
実
で
何
が
嘘
な
の
か

不
確
実
な
時
代
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
誠
真
実
を
求
め
て
が

ん
ば
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
員
選
挙
で
、
議
員

に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を
、

改
め
て
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
選
出
議
員
一
丸
と
な
り
議

会
活
動
に
専
念
い
た
し
ま
す
の

で
、、
今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
私
の
訴
え
て

き
た
、「
皆
さ
ん
の
声
を
大
切

に
、
そ
の
声
を
村
政
へ
」
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
親
し
ま

れ
、信
頼
さ
れ
る
議
員
と
し
て
、

日
々
努
力
を
重
ね
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
の
争
点
と
し
て

人
口
減
少
問
題
、
議
会
改
革
、

グ
リ
ー
ン
リ
ゾ
ー
ト
の
問
題
を

提
起
し
ま
し
た
。
問
題
は
山
積

み
し
て
い
ま
す
が
、
一
つ
一
つ

の
問
題
に
し
っ
か
り
と
対
処
し

て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
遊
べ
る
所
、
楽

し
め
る
環
境
づ
く
り
を
が
ん
ば

り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
の
整
備
に
努
力
し
ま

す
。

　

地
元
の
魅
力
あ
る
野
菜
を
作

る
、
見
つ
け
る
こ
と
に
努
力
を

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
３
期
目
の
当
選
を
さ

せ
て
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
村
民
と

の
対
話
を
重
視
し
て
、
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
村
と

の
太
い
パ
イ
プ
役
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

河野　玲
①５２歳　②１回
③会社員

①年齢　②当選回数　③職業

金田　豊治
①６１歳　②５回　
③製材業

大上　伊三男
①６１歳　②１回
③林業

田中　貞己
①６４歳　②３回
③建築業

岸本　武志
①６７歳　②３回
③材木業

桐山　修三
①６５歳　②１回
③無職

井上　二郎
①６０歳　②３回
③林業

草刈　勇一
①６８歳　②３回
③自営業
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氏名：水島　歩
　　（みずしま　あゆみ）
所属：総務企画課
趣味：ロードバイク・ツーリング

氏名：明石　美保
　　（あかいし　みほ）
所属：保健福祉課（臨時）
趣味：観光・植物や野菜の栽培

氏名：久野村　仁嗣
　　（くのむら　よしつぐ）
所属：診療所　医師

氏名：笹井　史也
　　（ささい　ふみや）
所属：診療所　医師
趣味：散歩

氏名：野田　奈美
　　（のだ　なみ）
所属：産業観光課（臨時）
趣味：好きなアーティストのライ　　
　　　ブに行くこと
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２９６，１６７ ２６７，７８７ １０．６ ％

２０５，１０４ １９５，４３０ ５．０ ％
国民健康保険事業 ２３，３２２ １９，９９１ １６．７ ％
国保施設(直診)事業 ６，６２４ ７，３３２ ▲９．７ %
後期高齢者医療事業 ２，００２ １，９２０ ４．３ ％
介 護 保 険 事 業 ２１，６２４ １８，７０１ １５．６ ％
介護サービス事業 １，３１４ １，０５０ ２５．１ ％

５４，８８６ ４８，９９４ １２．０ ％
簡 易 水 道 事 業 ９，７２４ ６，２６３ ５５．３ ％
農業集落排水事業 １８，４７３ ７，８２６ １３６．０ ％
観 光 事 業 １９５ ４２５ ▲５４．１ ％
森 林 管 理 事 業 ７，７８５ ８，８４９ ▲１２．０ ％

３６，１７７ ２３，３６３ ５４．８ %

うち

１，３４６　千円 ３，５８６　千円

農業振興などに ９６　千円 ２５５　千円
林業振興などに １１７　千円 ３１１　千円
道路整備・管理・除雪などに １０３　千円 ２７４　千円
観光振興などに ６０　千円 １６０　千円
高齢者福祉・児童福祉などに ２１８　千円 ５８１　千円
保健・医療対策などに ３６　千円 ９６　千円
学校教育などに ５１　千円 １３６　千円
生涯学習・図書館などに ５０　千円 １３３　千円
議会に ３１　千円 ８３　千円
住宅管理などに １　千円 ３　千円
過疎対策などに ７５　千円 ２００　千円
選挙・戸籍事務・自治振興などに １１８　千円 ３１４　千円
積立（貯金）に ３３　千円 ８８　千円
借入金の返済に ２０２　千円 ５３９　千円
消防・防災対策に ２８　千円 ７５　千円
環境保全・新エネルギーなどに １１４　千円 ３０３　千円
その他 １３　千円 ３５　千円
（平成 27年 3月末現在人口 ： 1,525 人 ( 外国人含む）    世帯数 ：572 世帯）
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平成２７年度 平成２６年度 増減額 比率
歳　出　総　額 ２０５，１０４ １９５，４３０ ９，６７４ １００

 普通建設事業費

　　　（道路などの事業費）
３８，１０１ ２４，９１２ １３，１８９ １８．６

 物件費（消耗品や委託料など） ４４，４４４ ４２，１６６ ２，２７８ ２１．７

 公債費（借入金の返済） ３０，８４０ ２６，２６４ ４，５７６ １５．０

 人件費（議員報酬、職員給与など） ３１，１０５ ３１，６６４ ▲５５９ １５．２

 補助費等（助成金など） ２５，６２４ ２２，６７７ ２，９４７ １２．５

 繰出金（他の会計への繰り出し） １２，５４５ １２，６３７ ▲９２ ６．１

 扶助費（福祉、医療、給付金など） １１，１０８ １０，７５０ ３５８ ５．４

 積立金（基金への積立金） ７，３０５ ２０，８１１ ▲１３，５０６ ３．５

 維持補修費（施設等の修繕費など） ２，０１７ １，７９８ ２１９ １．０

 予備費 ２，０１５ １，７５１ ２６４ １．０

平成２７年度 平成２６年度 増減額 比率
　歳　入　総　額 ２０５，１０４ １９５，４３０ ９，６７４ １００

自
主
財
源

村税 １３，７２１ １３，４３０ ２９１ ６．７

その他自主財源
（使用料、繰入金、諸収入など）

２４，６２２ ３０，５１２ ▲５，８９０ １２

依
存
財
源

村債（借入金） １７，３６３ １９，０６８ ▲１，７０５ ８．４

地方譲与税・交付金など ３，２３４ ３，０４９ １８５ １．６

地方交付税 １０２，３９０ ９９，５８２ ２，８０８ ４９．９

国庫支出金 １８，１８０ １４，０２１ ４，１５９ ８．９

県支出金 ２５，５９４ １５，７６８ ９，８２６ １２．５

平成26年度末

現　在　高

A

平成２７年度

積立額

B

取崩額

C

年度末現在高

（見込）

D=A+B-C
財政調整基金 ４１５ ２ － ４１７

減 債 基 金 １５７ ７ ３２ １３２

その他目的基金 ４１４ ６４ － ４７８
合　計 ９８６ ７３ ３２ １, ０２７

平成26年度末

現　在　高

A

平成２７年度

発行額

B

償還額

C

年度末現在高

（見込）

D=A+B-C

地 方 債 合 計
（うち臨時財政対策債）

２，２３８

（４９４）

１７４

（４３）

２９７

（７５）

２，１１５

（４６２）

平成２７年度 平成２６年度 増減額 構成比
歳　出　総　額 ２０５，１０４ １９５，４３０ ９，６７４ １００

 農林水産業費 ３２，３８１ ３１，２６４ １，１１７ １５．８

 民生費 ３３，２４５ ３２，２４２ １，００３ １６．２

 公債費 ３０，８４０ ２６，２６５ ４，５７５ １５．０

 総務費 ３４，４０４ ３９，５０６ ▲５，１０２ １６．８

 土木費 １５，８５７ １３，４３０ ２，４２７ ７．７

 教育費 １５，３６６ １６，１９１ ▲８２５ ７．５

 商工費 ９，１４６ １０，２６１ ▲１，１１５ ４．５

 衛生費 ２２，８３９ １３，２４４ ９，５９５ １１．１

 議会費 ４，７２７ ４，４３３ ２９４ ２．３

 消防費 ４，２８４ ６，８４３ ▲２，５５９ ２．１

 予備費 ２，０１５ １，７５１ ２６４ １．０
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５月２１日（木）
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一
年
生
の
み
な
さ
ん

入
学
お
め
で
と
う

小学校に入って楽しみなこと
（かの）おうちからがんばって歩くこと。（かの）おうちからがんばって歩くこと。
（あいな）もっと難しい英語を勉強したい。（あいな）もっと難しい英語を勉強したい。
（よしのぶ）みんなとなかよくなりたい。（よしのぶ）みんなとなかよくなりたい。
（るか）たしざんの勉強が楽しみです。（るか）たしざんの勉強が楽しみです。
（あやか）運動が好きなので体育が楽しみ（あやか）運動が好きなので体育が楽しみ
　　　　  です。　　　　  です。
（めばえ）ひきざんの勉強が楽しみです。（めばえ）ひきざんの勉強が楽しみです。

←
６
年
生
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と

手
を
つ
な
い
で
入
場
し
ま
し
た
。

のランドセルのランドセル
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　中学校生活への期待に胸を膨らませて、１１名の
新一年生が入学しました。中学校に入学して “初め
ての目標！ ”　それぞれの思いを込め、書きました。

石井 晶子 井辺 楓 榎原 昂汰

熊橋 希 小松 依舞

林 央華

桐山 拓海

中野 桃花 春名 愛

横山 花菜平田 恭雅
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一般書
『神様のカルテ０』　　　　夏川草介／著
　病院とは 24時間 365 日、困った人がいれば手を差
し伸べてくれる場所。この病院では、奇蹟が起きる。
二度の映画化、二度の本屋大賞ノミネートを経て、一
止とハルさんの物語は原点へ。

児童書
『ぼくのジィちゃん』
　　　くすのきしげのり／作　吉田尚令／絵
　田舎からでてきたジィちゃん。じつはジィちゃんに
はすごい秘密があった！

一 般 書
・『有頂天家族　二代目帰朝』  　　　森見登美彦／著

児 童 書  　
・『アントン先生おでかけです』　　西村敏雄／作・絵
・『するするすとーん』　　　　　　新井洋行／作・絵

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６

↑「平成２７年度ぽんぽこ園入所式」（H27.3.31）

↑「平成 27年度げんきっこクラブ」　

岡山県立図書館配本について

　５月２６日に配本が行われま
す。それにともない現在こども図
書館で借りている県立図書館の本
が手元にあれば５月２４日までに
返却をお願いいたします。

☆大賞☆『鹿の王』上橋菜穂子／著
その他ノミネート作品もそろえています！
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Vol.25

　

今
年
度
の
森
林
整
備
予
定
地
区

は
、
全
部
で
11
箇
所
。
ま
ず
は
、

大
字
長
尾
の
「
佐
渕
団
地
」
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

施
業
を
行
う
順
番
は
、
ま
ず
作

業
道
。
な
る
べ
く
広
範
囲
に
通
る

よ
う
に
し
、
幅
員
は
３
ｍ
。
勾
配

が
少
な
く
、
山
に
も
人
に
も
優
し

い
安
全
な
道
作
り
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
道
の
上
下
で
間
伐

を
行
い
ま
す
。
細
く
曲
が
っ
た
木

を
間
伐
し
、
伐
ら
れ
た
原
木
は
、

可
能
な
限
り
森
林
組
合
の
土
場
へ

搬
出
し
ま
す
。
土
場
へ
届
い
た
原

木
は
、
地
番
ご
と
に
材
質
で
仕
分

け
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
売

り
先
に
販
売
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
利
益
は
、
森
林
所
有
者
と
村

に
還
元
さ
れ
、
ま
た
新
た
な
森
林

整
備
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

〈
施
業
予
定
の
団
地
の
位
置
図
〉

※
名
称
は
、
そ
の
地
域
の
代
表
的
な
小
字
を
使
用 ご理解とご協力を

よろしくお願いします

今、ココ
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林
業
で
が
ん
ば
る
若
手
の
コ
ラ
ム

　

大
阪
か
ら
始
ま
り
、
東
京
、
北
海
道
、
ま
た
東
京
、

ま
た
大
阪
、
ま
た
ま
た
東
京
…
繰
り
返
す
こ
と
14
回

「
山
仕
事
の
大
切
さ
」

目
の
引
越
し
で
生
ま
れ
育
っ
た
西
粟
倉
に
20
年
ぶ
り

に
帰
っ
て
き
て
は
や
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。   

　

正
直
な
と
こ
ろ
実
家
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
決
め

る
ま
で
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
の
ほ
う
が
勝
っ

て
い
ま
し
た
。
都
会
の
暮
ら
し
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
た
め
、（
歩
い
て
コ
ン
ビ
ニ
行
か
れ
へ
ん
の
か

…
子
ど
も
の
進
学
の
選
択
肢
も
劇
的
に
減
る
よ
な
…

ど
う
や
っ
て
大
好
き
な
野
球
観
戦
し
た
ら
い
い
ん
や

…
）
な
ど
心
配
事
ば
か
り
で
し
た
が
、
い
ざ
帰
っ
て

み
る
と
な
か
な
か
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
充
実
し
た

「
西
粟
倉
ラ
イ
フ
」
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
全
く
関
わ
っ
た
こ
と
の
無
い
森
や
木
材
を

扱
う
「
木
薫
」
に
入
社
し
、
子
ど
も
の
こ
ろ
何
の
関

心
も
持
た
ず
何
の
感
情
も
抱
か
な
か
っ
た
、
身
近
な

西
粟
倉
の
「
森
」、「
木
製
品
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
全

国
に
発
信
し
て
い
く
。
そ
ん
な
仕
事
を
や
ら
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
へ
つ
づ
く
）

今
回
は
、
先
月
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

元
湯
に
ち
な
み
、
お
風
呂
か
ら
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
道

具
、「
桶
」
で
す
。

　

桶
は
、ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
細
い
板
を
円
状
に
並
べ
、

竹
な
ど
の
素
材
を
ら
せ
ん
状
に
束
ね
た「
箍（
た
が
）」

で
結
わ
れ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
桶
に
は
、
基
本
的

に
木
の
「
柾
目(

ま
さ
め)

」
が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、

長
期
に
保
存
が
必
要
な
も
の
を
入
れ
る
場
合
な
ど

は
、「
板
目(

い
た
め)

」
で
作
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
蓋
が
つ
く
と
「
樽
」
に
な
る
と
か
。

ち
な
み
に
、元
湯
の
桶
は
木
製
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

世
界
中
の
ど
こ
に
も
な
い
、
楽
し
い
逸
品
で
す
（
木

製
の
椅
子
に
も
ご
注
目
）。

（株）木の里工房 木薫
江
え み

見　寿
としや

也 ( 西粟倉村出身 )

→
板
目
と
柾
目
の
違
い
は
、
木
の
取
り
方
に
あ
り

ま
す
。
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　第４５回西粟倉村消防操法訓練大会が、４月１９日（日）村民総合グ
ランドで開催されました。
　当日は、雨となりグランドコンディションが悪い中、小型ポンプの部
に 4部６チームが出場し、県大会出場をかけた熱い操法訓練となりま
した。
　優勝した第 1部は、５月１７日に開催される県大会に向け、さらに
磨きをかけています。皆さん応援のほどよろしくお願いします。

【成績】
優　勝　第１部　Ｂチーム
準優勝　第３部　Ａチーム
第３位　第４部　

( 優秀選手賞 )
指揮者　第３部　萩原　眞幸光
１番員　第１部　岡田　和也
２番員　第１部　矢部　孝仁
　　　　第３部　向原　大充
３番員　第１部　大橋　由尚

４月講座「入学式＆始業式と若杉散策」４月講座「入学式＆始業式と若杉散策」

　４月２２日（水）あわくら会館大ホールで、第４２
回あわくら大学入学式・始業式を行い、今年度は影石
の平田真嗣さん、別府の青木繁治さん、引谷の向原正
さん、澤田斡夫さん、筏津の高木智子さんの５名が、
新たに入学をされました。
　式典後には、暖かい春の日差しの中、残雪の残る若
杉天然林を散策しました。駐車場付近にはまだ雪が
残っており木々は芽吹く寸前でした。
　今年度も楽しいあわくら大学にしていきましょう。

・日時

・場所

・内容

・講師

←
残
雪
を
バ
ッ
ク　

←
残
雪
を
バ
ッ
ク　

　

に
記
念
撮
影

　

に
記
念
撮
影
!!!!

「冬は看板のこの高さまで雪があったんですよ」「冬は看板のこの高さまで雪があったんですよ」
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§西粟倉村農地賃借料情報§
　村内における平成 26年 1月～平成 26年 12月までの農地の貸借状況については以下のとおりです。

　平成 26年 1月から平成 26年 12 月までに締結（公告）された賃借料水準（１筆当たり）は下記のとお
りとなります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２7年　５月　１日
《１筆あたり》

【参考】
１　データ数は集計に用いた筆数です。
２　賃借料は農地の条件（ほ場整備済みか否かなど）によっても異なりますので、対象ほ場の条件をよく勘
　　案し、話し合いの上、決定して下さい。　

【お問い合せ・ご相談】
西粟倉村農業委員会　２７９－２１１１

賃借の種類 農地面積 筆数 割　合

　使用賃借 　　７．１４　ｈａ ６５ ９７　％

　賃貸借 　　０. ３２　ｈａ 　２ ３．０　％　

　合計 　　７．４６　ｈａ ６７ １００　％

地域 平均額 最高額 最低額 貸借データ数

西粟倉村全域 １俵 /１筆 １俵 /１筆 ￥０ ６７

「プレミアム付商品券」加盟店募集について
　地域における消費喚起策やこれに直接効果を有する生活支援を目的に「地域住民生活等緊急支援のための
交付金」が国から交付され、これを利用してプレミアム付商品券の販売をみまさか商工会に委託して実施し
ます。
　これに伴い、取扱加盟店を募集しますので、事業者の方々の多数のご応募をお待ちしています。なお、「プ
レミアム付商品券」の販売開始は 7月 5日 ( 日 ) の予定です。

応募期間：5月 12日 ( 火 ) 午前 8時 30分～ 6月 12日 ( 金 ) 午後 5時
応募先：みまさか商工会西粟倉支所
応募条件：西粟倉村内に所在地のある事業者等
応募方法：所定の加盟店応募用紙に記入（用紙はみまさか商工会西粟倉支所にあります。また、みまさか商
工会のホームページからダウンロードも可能です。）
※みまさか商工会会員の方につきましては、別途みまさか商工会から加盟店応募に関する案内をいたします
で、そちらで応募ください。

■問い合わせ先　　西粟倉村役場産業観光課　　279-2111
　　　　　　　　　みまさか商工会西粟倉支所　279-2230

　1,000 円券 12 枚セットの商品券を 10,000 円 (2,000 円のプレミアム付 ) で販売します。6月 1日現在で
西粟倉村内に住民票のある方は、どなたでも購入することができます。ただし、1人が購入できる限度額は
50,000 円までです。
　西粟倉村の他、美作市及び勝央町の取扱加盟店で利用することができ、7月 5日 ( 日 ) にみまさか商工会
西粟倉支所で販売予定です。販売日等、詳細については、広報 6月号でお知らせします。

■応募要領

■プレミアム付商品券とは
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　日　　程：平成 27年 5月 20日（水）・21日（木）・22日（金）・24日（日）・25日（月）
　　　　　　※歯科検診：5月 24日 ( 日 )
　受　　付：午前 7時～ 9時 30 分　　
　場　　所：いきいきふれあいセンター
　対　　象：特定健診・・・40～ 74歳の国民健康保険加入者
      　　　　 高齢者健診・・・75歳以上
      　　　　 30 代健診・・・30～ 39歳
      　　　　 がん検診・・・30歳以上

　日　　程：平成 27年 5月 25日（月）午後 3時～ 5時 ・　5月 26日（火）午前 9時～午後 1時
　場　　所：いきいきふれあいセンター　　
　対　　象：30才以上（子宮頸がん検診は 20歳以上） 

５月２０日（水） ５月２１日（木） ５月２２日（金）
午前 健診 地区割 別府・筏津・知社 塩谷・下土居 影石・引谷・中土居
午後 結核・

肺がん
検診会場

筏津公民館
知社公民館
いきいき
      ふれあいセンター

1:30 ～ 2:00
2:10 ～ 2:40
3:30 ～ 5:30

塩谷公民館
新田茂様宅前
下土居公民館

1:30 ～ 2:00
2:10 ～ 2:40
3:00 ～ 3:30

平田楽一様宅前

西粟倉駅
いきいき
  ふれあいセンター

1:30 ～ 2:00
2:10 ～ 2:40
2:50 ～ 3:20

※混雑をできるだけ避けるため地区割をしていますが、ご都合のよい日にお越しください。

５月２４日（日） ５月２５日（月）
午前 健診 地区割 猪之部・谷口・30代・40 代 大茅・坂根
午後 結核・

肺がん
検診会場

草刈鈑金下
大茅公民館
あわくら温泉駅
谷口公民館
いきいき
　　ふれあいセンター

1:30 ～ 2:00
2:10 ～ 2:50
3:00 ～ 3:30
3:40 ～ 4:10
4:20 ～ 4:50

　午後からの結核・肺がん
　検診はありません

※検診対象者調査表の「１．集団健診」、「２．診療所」、「３．医師会」に○印を記入された方と○印の記入
の全くない方に、問診票等を直接自宅へお送りします（婦人科検診の問診票はなし）。

※平成２７年度中に下記の年齢になる方は、無料で検
　診を受けることができます。

・子宮頸がん検診・乳がん検診・大腸がん検診は「無料クー
ポン券」、肝炎ウイルス検診は「無料案内」を問診票に同封
します。受診時にお持ちください。

  診療所での健診について

　西粟倉村診療所では、「基本健診・前立腺がん
検診・肝炎ウイルス検診」を受診できます。
期間は、６月～１２月です。
　検診対象者調査表で診療所健診を希望された
方には、診療所から日程を直接ご案内します。

<　自分の健康状態を知るために、年に一度は健診を受けましょう　>

☆６５歳以上の方を対象に
「物忘れ予防健診」を行いま
す。
☆検診対象者調査表で受診
を希望されなかった方も受
診できます。保健福祉課へ
ご連絡ください。

問い合わせ
　保健福祉課（いきいきふれあいセンター）
　　　　　　　　　℡　２７９－７１００

子宮頸がん検診 21,26,31,36,41 歳の女性

乳がん検診 41,46,51,56,61 歳の女性
大腸がん検診 41,46,51,56,61 歳
肝炎ウイルス検診 41,46,51,56,61,66,71,76,81 歳の未受診者



15 広報にしあわくら　5月号

西粟倉村高齢者保健福祉計画西粟倉村高齢者保健福祉計画
　第 6期西粟倉村介護保険事業計画策定　第 6期西粟倉村介護保険事業計画策定

　介護保険は 3年に一度、事業内容や保険料を見直すことになっており、本村でも平成 27年度～平成 29
年度（第 6期）の介護保険事業等の計画を作成しました。
　計画作成では、これまでの介護保険の状況及び第 6期の事業量の見込みを立て、各種団体の代表者等に
より構成された「介護保険事業計画等策定委員会」で協議し、計画を作成しました。これまで同様、“予防 ”
と “ 在宅介護 ” に重点を置き「高齢者がいつまでも本人らしく生きることができる村」を実現していくため、
各種事業に取り組んで行きます。
　第 6期の介護保険料については、平成 27年度から 3年間、下記の表のとおり変更となります。65歳以
上人口の増加に伴う介護サービス利用者の増加、施設入所者の増加を見込んでおり、保険料が第 5期に比
べ大幅な増額となりますが、美作県民局管内では真庭市に次いで 2番目に低いです。住民の皆さんが介護
予防や健康維持に留意いただき、西粟倉村で元気に暮らしていただきたいと考えます。
　今後村では、平成 26年度に実施した「ニーズ調査」の結果を広報誌でも紹介しましたが、高齢者の介護
認定要因の大部分を占める「下肢機能低下」「認知機能低下」の予防に重点を置き、各種施策を展開してい
きます。今年度も、保健福祉課の事業へのご参加とご協力をお願いします。

【第 6期の介護保険料が変わります】 （　）内は月額

段階 対象者
第６期 (H27 ～ H29） 第 5期から

の増額分比率 金額
H27 ～ H28H27.4 ～ H29.4 ～

第 1段階 生活保護・世帯非課税で老齢福祉年金受給者ま
たは前年の合計所得金額＋課税年金収入が 80 万
円以下

0.45 0.3 29,700 円 
(2,475 円 )

4,500 円 
(375 円 )

第 2段階 世帯非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金
収入額が 80万円超 120 万円以下 0.75 0.5 49,500 円 

(4,125 円 )
11,700 円 
(975 円 )

第 3段階 世帯非課税で､ 前年の合計所得金額＋課税年金
収入が 120 万円超 0.75 0.7 49,500 円 

(4,125 円 )
11,700 円 
(975 円 )

第 4段階 世帯の誰かが課税、本人は非課税で、前年の合
計所得金額＋課税年金収入が 80万円以下 0.90 59,400 円

(4,950 円）
9,000 円 
(750 円）

第 5段階 世帯の誰かが課税、本人は非課税で、前年の合
計所得金額＋課税年金収入が 80万円超 1.00 66,000 円 

(5,500 円）
15,600 円 
(1,300 円 )

第 6段階 本人課税で、前年の合計所得金額が 120 万円未
満 1.20 79,200 円 

(6,600 円 )
16,200 円 
(1,350 円 )

第 7段階 本人課税で、前年の合計所得金額が 120 万円以
上 190 万円未満 1.30 85,800 円 

(7,150 円 ) 
22,800 円 
(1,900 円 ) 

第 8段階 本人課税で、前年の合計所得金額が 190 万円以
上 290 万円未満 1.50 99,600 円 

(8,250 円 )
23,400 円 
(1,950 円 ) 

第 9段階 本人課税で、前年の合計所得金額が 290 万円以
上 1.70 112,200 円 

(9,350 円 )
36,600 円 
(3,050 円 )

※介護保険料は、第 5段階を基準に負担能力に応じた比率で保険料が設定されます。この度の介護保険制
度の改正に併せて、標準的な 9段階設定にしています。
また、低所得者の介護保険料の負担の軽減もH29年 4月より拡大します。

村では、公民館での地区サロンや各種健康教室の開催を推進していま
す。散歩やウォーキングを推進し、「下肢機能低下」「認知機能低下」
の予防の取り組みに力を入れていきます。介護予防教室への参加も、
対象者へ声かけをしますので、積極的に参加しましょう。



16広報にしあわくら　5月号

◆民生委員・児童委員って？

『民生委員』は、厚生労働大臣から委嘱され、それぞれの地域において、常に住民の立場に立って相談に応じ、
必要な援助を行い、社会福祉の増進に努める方々であり、「児童委員」を兼ねています。
『児童委員』は、地域の子どもたちが元気に安心して暮らせるように、子どもたちを見守り、子育ての不
安や妊娠中の心配ごとなどの相談、支援等を行います。また、一部の児童委員は児童に関することを専門
的に担当する「主任児童委員」の指名を受けています。　《厚生労働省資料より》

◆民生委員・児童委員の活動とは？（７つのはたらき）
【調 べ ま す】地域住民の実態や必要な福祉の把握に努めます。
【聞 き ま す】地域住民が抱える困りごとについて、相手の立場にたち、親身になって相談にのります。
【知らせます】社会福祉の制度やサービスについての情報を地域住民にお知らせします。
【連絡します】地域住民がそれぞれの必要に応じた福祉サービスを得られるよう、関係機関に連絡し、必要
　　　　　  　な対応を促すパイプの役割をはたします。
【調整します】地域住民の福祉ニーズに対応し、適切なサービスの提供が得られるよう手伝います。
【支 え ま す】地域住民が求める生活支援活動を行ないます。
【提案します】活動を通じて得た問題点や改善策について取りまとめ、村民生・児童委員協議会をとおして
　　　　　　  関係機関等に意見します。

◆困りごとはありませんか？
　高齢者や障害をお持ちの方への支援が必要なとき、子育てや介護での心配ごとや不安といった困ったこと
があるときは、各地域の民生委員・児童委員、主任児童委員へお気軽にご相談ください。民生委員・児童委
員（主任児童委員）には守秘義務があり、相談した方の秘密は守られます！
※民生委員・児童委員については、いきいきふれあいセンター電話 279-7100 までお問い合せください。

　予防接種法に基づく平成２７年度高齢者の肺炎球菌定期予防接種の対象者は、つぎのとおりです。
対象の方には、個別に案内（非課税世帯・生活保護世帯の方は案内と助成券）を平成２７年７月頃（発送日
は未定）、発送予定です。

■平成 28年 3月 31 日に 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳となる方
■平成 28年 3月 31 日に 60 歳から 65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能のいずれかに
　日常生活が極度に制限される程度の障害を有する方

※既に肺炎球菌ワクチン（ニューモバックスNP）を接種した方は、対象外です。
※案内の発送前に接種を希望される方は、保健福祉課２７９－７１００までご連絡く
ださい。

問い合わせ先
 　西粟倉村役場保健福祉課　　電話：２７９－７１００
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日　時 ：  ６月５日（金）
　　　　１０時３０分～１２時（受付）
場　所 ： いきいきふれあいセンター                         

　献血は、直接人の命を救うとても大切なボ
ランティア活動です。手術やけがなどで輸血
を必要としている患者さんの尊い命を救うた
め、献血にご協力ください。
西粟倉村での献血は年１回となりますので、
ぜひこの機会によろしくお願いいたします。

受付をしていただいた方
に、ヘルスボランティア委
員会より、プレゼントを配
布します！！

　200ml の献血製剤は今まで多くの皆様方に
ご協力いただいた献血で十分な状態になって
いる一方、大量の輸血を必要とする手術に必
要な 400ml の献血製剤が不足しておりますの
で、今回は 400ml 献血のみ（体重 50kg 以上
の方のみ可）の受付とさせていただきます
ので、ご了承ください。

　　　　　

　村民の皆さんこんにちは。地域おこし協力隊の三宅です。
前回は空き家問題のうち放火による火災についてお伝えしましたが、今回は空き
家の老朽化や自然災害による倒壊についてお伝えします。

　まず建物というのは使わなくなると急速に老朽化していきます。これは日本の建物が主に木でできて
いるのが要因です。木でできている建物は日常的に換気などの適切な管理がなされていないと、どんど
ん劣化していき建物本来の性能が失われていきます。
　また、空き家には比較的建築年が古いものが多く、特に耐震基準が改正された昭和５６年以前に建て
られたものは、耐震性が大きく不足している可能性もあり、地震や台風で倒壊する恐れがあります。倒
壊しないまでも屋根瓦が落下したり、雪の重みで傾いてしまう懸念もあります。
　このように老朽化してしまった建物への主な対策は、リフォームするか解体するかです。
　特にリフォームは費用面から、建物の老朽化が進んでしまう前に行うことが大切です。建物へのケア
が遅れれば遅れるほど費用がかさむことになります。
　また建物の解体は平成１４年に建設リサイクル法の施行以降、それまでの廃棄物を分別せずに一気に
壊す ｢ミンチ解体｣ が原則として禁止され、廃棄物ごとでの ｢分別解体｣ が義務付けられ建物解体のコ
ストが増大しています。
　このような事態にならないよう建物は放置せず適正に管理することが大切です。みなさんのお近くに
このような建物はありませんか？
　次回は③不審者や動物による侵入についてお伝えします。
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下水道は下水道は
   何でも流せる施設ではありません !!   何でも流せる施設ではありません !!　　
　近年、下水道施設にて異物による故障の出動件数が平成
26年度は 5件、25年度は 5件と多発しております。
　下水道施設は、下水道管、ポンプ場、下水処理場で構成さ
れています。

　これらの施設は一刻も休むことなく働き続けています
が、タオル・下着・おしぼり等が下水道に流され、下水道
のポンプに詰まると、事故や故障などを引き起こし、個人
だけでなく村民の皆さんの生活に影響を及ぼします。

　皆さんの生活を快適に保てるように、下水道の
正しい使用をお願いします。

写真は故障の原因となった綿おしぼり

写真は故障の原因となったタオル

　「大茅地区活性化協議会」では「おかやま元気集落事業」により次の取組を始めています。
　先人たちの残してくれた貴重な遺産、インフラを基に地区住民の「identity」の自覚を図り大幅な人口
の減少が予想される１０年先を見据え、先人の歴史を学び、各種イベントを通じて地区のイメージアップ
を行い付加価値（ブランドイメージ）を作り、元気で暮らしやすく地区外の人々とも交流できる「ふるさ
と」つくりをめざします。

実現に向けて次の事を行って行きます。

①芝桜の植栽
　急傾斜圃場の法面に芝桜を植栽し、地区の景観つくりを行い
　ます。
　４月２９日（水）先進事例の山口県周南市にマイクロバスで
　見学に行き、地区の方から詳しい説明を受け、実行する元
　気を頂きました。
　これを実施するには多くの人手が必要です。村外にもボラン
　ティアの募集を発信して行きますが、村内の方もボランテ
　ィア募集日をお知らせしますので是非ご協力ください。
②高齢化、一人暮らしに対応した、「暮らしやすいふるさと作り」
　日帰り研修、地区サロン　公民館を各種サークルの活動の場とし寒い時期には週１回の開放を行います。
　次世代の健康対策
　　５０才前後以上を対象に腰痛、膝痛より入り心疾患予防に繋げます。
③大茅区有文書の保存、継承を行い、地域の歴史を通じ、誇り、愛着を増進します。（identity）
　大地図保存箱、区有文書保管棚の製作　　　
　区有文書のデジタル化、古文書公開、解説の実施、
　地区内史跡看板の設置、地区内各種史跡探訪ウオーク
「大茅地区活性化協議会」は花と文化の心豊かな「ふるさと」つくりをめざす有志の集まりで、地区の誰
でもご参加できます。

（周南市鹿野地小さな集落に
多くの人が来る）
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おかやま子育て家庭応援カード
が新しくなります

　岡山県が発行していますももっこカードは、協賛
企業などでの買い物や娯楽施設を利用する時、カー
ドを提示すると子育て支援サービス（割引やポイン
ト加算など）の特典が受けられます。

■新ももっこカード

対象：妊娠中の方、小学６年生までの児童を持つ
ご家庭 ( 岡山県在住の方 )
　中国５県でサービスを受けられるようになりま
した。現在お持ちのカードでも引き続き、県内・
中国５県でのサービスを受けることができます。

問い合わせ
岡山県保健福祉部子ども未来課 086-226-7347
西粟倉村保健福祉課　　　　　 279-7100

■多子世帯対応ももっこカード

対象：小学６年生までの児童を持つご家庭かつ３
人以上のお子さん ( 一番下のお子さんが小学生以
下 ) をお持ちのご家庭
　ももっこカードに加えて更なる優遇制度が新し
く加わりました。サービス内容は岡山県ホームペ
ージをご覧ください。
申請方法：西粟倉村
保健福祉課 ( いきいき
ふれあいセンター ) ま
で、母子手帳または健
康保険証をお持ちいた
だき、申請してくださ
い。

サービスを利用でき
る店舗情報は、岡山
県ホームページをご
覧ください。

～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～

　

　今年の８月に、全国から森で学ぶ子どもたちが西粟倉村に
学びにやって来ます。西粟倉村では森林環境教育の体験学習
を行います。これまでいろいろな場所で評価いただいている
西粟倉小学校のふるさと元気学習を中心に、西粟倉村のすば
らしい自然を思いっきり体験し、感じ、村のみなさんと交
流する西粟倉で学ぼう！つながろう！ “ 学校の森　子どもサ
ミット ”を開催します。
　百年の森林の村、西粟倉だからこそできる取り組みをぜひ
体験いただきたいと考え、現在サミットに向け準備を行って
います。
　この会を成功させ、西粟倉村に来て本当に良かったと全国
の子どもたちが感じるには、村のみなさんの温かいご支援と
ご協力が必要です。今後は、子どもたちがどんな活動をする
のか、そして村のみなさんにどんなご支援をお願いしたいか
をお伝えしていきますのでご協力よろしくお願いします。　

詳しくは、広報折込のボランティア募集
のチラシをご覧ください
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司法書士による無料法律相談会

●開催日時：平成 27年 6月 13日（土）
　　　　　　　　　　　　　（毎月第 2土曜日）
　　　　　　10:00 ～ 12:00
●開催場所：美作市民センター
　　　　　　　　　　　　　（美作市役所となり）
　　　　  美作市栄町 35番地  0868-72―1135
●登記による相談（相続、贈与、売買、建物、
　会社の登記）、成年後見に関する相談、多重
　債務、破産に関する相談、境界に関する相談、
　その他、法律のことで、日頃からお悩みの問
　題について、ぜひご相談ください。
●主催：岡山県司法書士会津山支部
　　　　つやま総合相談センター
●問い合わせ先：つやま総合相談センター長
　　　　　　　　司法書士　濱田正典
　　　　　　　　電話：0868-20-1155

　　　　『北部高等技術専門校　訓練生』
 募  集  科　エクステリア科（１０人）、ＯＡ事務科（２０人）、ケアサービス科（２０人）

　　　　募集期間　平成２７年６月２2日（月）～８月２１日（金）
訓練期間　平成２７年１０月２日（金）～平成２８年３月１1日（金）（６ヶ月）
訓練場所　津山市川崎９５３　県立北部高等技術学校

募  集  科　経理事務科（Ⅰ）（２０人）
募集期間　平成２７年 6月１日（月）～７月１０日（金）
訓練期間　平成２７年８月４日（火）～１０月３０日（金）（３ヶ月）
訓練場所　勝央町太平台３２－３　勝央共同福祉施設（丘の上）

募  集  科　パソコンワーク中級科（２０人）
募集期間　平成２７年７月２７日（月）～９月１０日（月）
訓練期間　平成２７年９月２日（水）～１１月３０日（月）（３ヶ月）
訓練場所　津山市山下９２－１　津山圏域雇用労働センター

募  集  科　医療事務科（Ⅱ）（１５人）
募集期間　平成２７年７月２７日（月）～９月１0日（木）
訓練期間　平成２７年１０月１日（木）～１２月２５日（金）（３ヶ月）
訓練場所　津山市堺町１２　ニチイ学館津山教室

【受講料】　無料（教材費などは別途必要）【対象者】求職中の人
【申込方法】　最寄りのハローワークでご相談のうえ、応募ください
【問い合わせ先】　℡０８６８－２６－１１２５まで　

放送大学１０月生
　　　募集のお知らせ

　放送大学では、平成２７年度第２学期（１０
月入学）の学生を募集しています。
放送大学はテレビ等の放送やインターネットを
利用して授業を行う通信制の大学です。
働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽
しみたいなど、様々な目的で幅広い分野を学べ
ます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学
など、幅広い分野を学べます。
出願期間は第１回は８月３１日まで、第２回は
９月２０日まで。
資料を無料で差し上げています。
お気軽に
　放送大学岡山学習センター（086-254-9240）
までご請求ください。放送大学ホームページで
も受け付けております。
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おしえて ね んきん
　平成 27年度の国民年金保険料額は、月額 15,590 円となりました。
　平成 27年度の国民年金保険料額は、国民年金法第 87条において 16,380 円とされていますが、平
成 16 年度からの物価と賃金の変動に基づく平成 27 年度の保険料改定率 0.952 を乗じることにより、
15,590 円となりました。

☆　詳しくは、津山年金事務所（TEL0868-31-2360）までお問い合わせください。

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け
るうえ、納め忘れもなく、とても便利です。また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付す
ることにより、月々 50円割引される早割制度や、現金納付よりも割引額が多い６カ月前納・1年度前納・
２年度前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金
融機関または年金事務所へお申し出ください。

5月の定休日のお知らせ
　通常毎週木曜日は定休
日とさせていただいてお
りますが、５月は休まず
営業します。

　あわくらんどと黄金泉がおかげさまで誕生２５
周年を迎えることができました。
　みなさまのおかげで長く営業できております。
２５周年記念祭を計画しており、６月７日（日）
にオープニングイベントをやります。
あわくらんどでは恒例の餅投げやレストランのお
食事半額フェア―をやります。

●あわくら温泉●あわくら温泉

５月の休館日のお知らせ
　５月１２日（火）　第 2火曜日です。

　また、黄金泉は特別
無料開放Ｄａｙとし、
入浴無料でみなさまに
喜んでもらおうと思っ
ております。
黄金泉までは村内無料
シャトルバスも運行予
定にしております。
　詳しくは「２５周年
記念祭」チラシをご参
照ください。
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　今年も中学３年生が４月２３日～２５日の３日
間、沖縄に修学旅行に行きました。毎年「ゆうゆう
ハウス」「ひだまり」の利用者の方に千羽鶴を折る
依頼があり、今年も、リハビリの一環として一生懸
命に皆さんで鶴を折って頂きました。出来上がった
ものを代表の生徒に手渡しました。
　また、修学旅行の報告会を楽しみにしています。

　ひだまりでは、利用されている方々に楽しんで頂
けるサービスをいろいろ行っています。レクレーシ
ョンをしたり施設外の外出などを積極的に行ってい
ます。

ボーリングをしました。
白熱した戦いが繰り広げ
られていました！

愛の村パークに芝桜を
見に行きました。
　“ハイチーズ！ ”

≪赤十字社員加入のお願い≫
　赤十字の活動は、多くの社員の
皆さまによって支えられていま
す。

◎被災された方のために
　被災地に防災ボランティアを派遣し復興支援
活動に取り組んでいます。

◎けがや病気に備えるために
　生命と健康をまもるため、救急法などの各種
講習会を行っています。

◎地域の社会福祉推進のために
　ボランティア組織である「赤十字奉仕団」は、
防災活動等の社会福祉推進に取り組んでいま　
す。

◎被害に備えるために
　災害時に、緊急車両・衣料資材の整備・救援
物資の十分な備蓄に努めています。

◎未来を担う子供たちのために
　「青少年赤十字」は生命と健康を大切にする
ことと奉仕する精神を養うことを目標に子供た
ちの健全で優しい心を育てています。

西粟倉村社会福祉協議会　

　　　　　　　　　２７９－２５６１

ゆうゆうハウス　　２７９－２８６１

ひだまり　　　　　２７９－２１００

500 円の活動資金にご協力頂ける方が

4 人集まると 6人集まると 8人集まると

安眠セット 毛布 1枚 救急セット

≪試合結果≫
優　勝　　尾谷・井口チーム
準優勝　　佐　用チーム
第 3位　　奈　義チーム
第 4位　　智　頭チーム

　今年も 4月 16日（木）に県境市町村ゲートボール大会が開
催されました。12チームの参加があり白熱した試合を繰り広
げられました。
　当日は、天気も良く桜満開のもと日頃の練習の成果が発揮さ
れていました。久しぶりにお会いできる方も多く、楽しく交流
をされていました。参加者の方は、「ゲートボールは “ 元気の
源！ ”まだまだこれからも楽しむよ。」と言われていました。　

一人ひとりの赤十字事業への一層のご理解とご協
力をよろしくお願い致します。






